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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

昨
年
11
月
を
も
っ
て
神
河
町
政

二
期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ま
方
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と

温
か
い
ご
厚
情
に
よ
り
一
期
四
年

「
ほ
ん
ま
に
ひ
と
つ
の
神
河
町
」

を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
み
な
さ
ま
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
、「
住
む

な
ら　

や
っ
ぱ
り　

神
河
町
」
を

合
言
葉
に
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
」「
ハ
ー
ト
が

ふ
れ
あ
う
住
民
自
治
の
ま
ち
」
を

め
ざ
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
は
流
行
語

大
賞
と
な
り
、
能
年
玲
奈
さ
ん
演

じ
る
ア
キ
を
は
じ
め
と
す
る
人
々

が
紆
余
曲
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら

も
前
向
き
に
生
き
る
姿
に
故
郷
へ

の
思
い
を
強
く
さ
れ
た
方
も
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定
、

和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
な
ど
、
世
界
の
中
の
日
本
を

強
く
感
じ
た
年
で
し
た
。

　

第
２
次
安
倍
内
閣
誕
生
か
ら
１

年
、
大
胆
な
金
融
・
財
政
・
民
間

投
資
喚
起
の
経
済
対
策
を
実
施
。

特
定
秘
密
保
護
法
案
を
は
じ
め
と

し
た
安
全
保
障
や
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ど

大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
本
年
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
は
、
３
％
か
ら
５

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
１
９
９
７

年
以
来
、
17
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

日
雨
量
が
８
２
４
ミ
リ
に
及
ん

だ
伊
豆
大
島
で
の
記
録
的
な
豪
雨

を
は
じ
め
国
内
外
で
大
き
な
自
然

災
害
が
発
生
、『
特
別
警
報
』
の

運
用
も
始
ま
り
ま
し
た
。
神
河
町

に
お
い
て
は
、
９
月
２
日
か
ら
４

日
に
か
け
て
、
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー

笠
形
雨
量
計
で
１
時
間
雨
量
が
過

去
最
大
の
１
２
６
ミ
リ
を
記
録
、

福
本
区
か
ら
越
知
区
に
か
け
て
多

く
の
家
屋
へ
の
浸
水
、
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
現
在
、
早
期
復
旧
に

向
け
て
鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

南
小
田
小
学
校
が
寺
前
小
学
校

に
統
合
。
粟
賀
小
学
校
・
大
山
小

学
校
が
統
合
し
、
神
崎
小
学
校
が

木
の
香
る
ぬ
く
も
り
の
あ
る
校
舎

と
し
て
開
校
、
小
学
校
で
は
カ
ー

ミ
ン
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

統
合
３
年
目
を
迎
え
た
神
河
中
学

校
運
動
会
は
、
生
徒
の
体
操
服
が

一
つ
に
な
っ
た
記
念
す
べ
き
運
動

会
で
し
た
。

　

ま
た
、
藤
原
正
和
選
手
は
世
界

陸
上
で
日
本
人
第
２
位
の
堂
々
14

位
に
入
る
粘
り
で
、
故
障
か
ら
の

復
活
を
果
た
し
、
あ
き
ら
め
な
い

気
持
ち
は
私
た
ち
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し

中
学
生
以
下
の
医
療
費
自
己
負
担

を
ゼ
ロ
に
。
ま
た
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
を
活
用
し
た
認
知
症
予
防
や

『
人
権
習
慣
』
と
な
る
取
り
組
み

も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
も
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
職
員
10
名
が
減
員
の
な

か
で
の
行
政
運
営
と
な
り
ま
し
た

が
、
24
年
度
の
決
算
で
は
、
実
質

公
債
費
比
率
18
・
０
％
、
将
来
負

担
比
率
80
・
２
％
、
経
常
収
支
比

率
91
・
０
％
と
財
政
健
全
化
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

山　

名　

宗　

悟

町　

長

岩屋地内　高坂谷川

福祉施設への改修が進む旧南小田小学校

福本遺跡まつり
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砥
峰
高
原
で
は
４
年
連
続
の
ロ

ケ
地
と
な
り
、
大
河
ド
ラ
マ
「
軍

師
官
兵
衛
」
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

と
第
１
話
、
第
２
話
に
登
場
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
神
河
応
援
隊

が
発
足
、
「
カ
ー
ミ
ン
ぬ
い
ぐ
る

み
」
「
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
Ｐ
ｉ
カ
ー
ミ
ン

（
歌
）
Ｃ
Ｄ
」
で
カ
ー
ミ
ン
大
作

戦
を
展
開
中
。
く
ま
モ
ン
と
の
共

演
も
果
し
ま
し
た
。
入
り
込
み
客

は
70
万
人
を
超
え
、
ゆ
ず
サ
イ
ダ

ー
、
自
然
薯
だ
し
と
ろ
ろ
等
特
産

品
を
活
か
し
な
が
ら
『
神
河
自

慢
』
を
さ
ら
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　　

第
１
回
か
み
か
わ
商
工
祭
が
地

域
の
お
祭
と
し
て
誕
生
。
ま
た
、

寺
前
駅
前
銀
座
商
店
会
、
銀
の
馬

車
道
商
店
会
が
発
足
。
地
域
の
伝

統
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸

術
等
様
々
な
分
野
で
住
民
自
ら
が

主
役
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
・
町
並
み
保
存
や
、
播
但

線
利
用
促
進
な
ど
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
取
り
組
み
も
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

遊
休
地
を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
誘
致
、
か
み
か
わ
木
造
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
さ
ら
に
は
増

え
続
け
る
「
空
き
家
」
を
「
地
域

の
宝
」
と
し
た
取
組
み
が
大
注
目

さ
れ
、
多
く
の
移
住
者
と
と
も
に

７
軒
の
お
店
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
提
供
等
、
地
域
の
元
気
づ
く
り

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
資
本
に
よ
る
空
き

校
舎
を
利
用
し
た
高
齢
者
福
祉
施

設
は
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

集
落
懇
談
会
意
見
・
集
落
要
望

を
踏
ま
え
た
点
検
と
推
進
、
婚
活

支
援
、
ゴ
ミ
減
量
化
、
若
者
定
住

施
策
の
取
り
組
み
も
、
具
体
化
に

向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

人
が
住
み
続
け
ら
れ
る
条
件
づ

く
り
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が

自
信
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
資
源

が
神
河
町
に
は
い
っ
ぱ
い
存
在
し

て
い
ま
す
。
豊
か
な
森
林
、
田
畑
、

清
流
。
加
え
て
、
Ｊ
Ｒ
播
但
線
と

公
立
神
崎
総
合
病
院
。
便
利
さ
と

豊
か
さ
を
同
時
に
満
喫
す
る
こ
と

が
出
来
る
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
、

都
会
に
住
む
人
に
と
っ
て
も
大
き

な
魅
力
と
な
り
地
域
再
生
の
要
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
期
目
へ
の
課
題
と
し
て
、
ま

ず
は
、
長
期
総
合
計
画
の
着
実
な

実
施
で
あ
り
ま
す
。
地
域
・
民
間

の
方
々
と
の
協
同
に
よ
り
「
人
口

減
少
対
策
と
し
て
の
若
者
定
住
と

子
育
て
環
境
づ
く
り
、
交
流
人
口

増
か
ら
の
新
産
業
の
創
出
、
地
域

内
循
環
、
消
費
・
雇
用
の
拡
大
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
農
林

商
工
観
光
連
携
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
並
行
し
て
の
高
齢
者
の
暮
ら

し
や
病
院
な
ど
医
療
に
対
す
る
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
短
期
・
中

期
・
長
期
的
視
点
で
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
政
策
展
開
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

第
一
は
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り

・�

『
村･

地
域
の
絆
』
を
深
め
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
、
防
災
・

社
会
基
盤
整
備
の
推
進

・�

自
ら
の
命
・
一
人
一
人
の
命
を

守
る
た
め
、
自
助･

共
助･

公
助

の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
な

ど
第
二
は
、
子
育
て･

教
育
・
雇
用･

人
口
対
策

・�

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
（
医
療
・

教
育
・
住
宅
等
施
策
推
進
）

・�

人
が
訪
れ
た
く
な
る
町
、
住
ん

で
み
た
い
と
思
う
神
河
の
魅
力

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど

第
三
は
、
農
林
・
商
工
・
観
光
一

体
の
地
域
振
興

・�

観
光
戦
略
の
強
化
、
交
流
人
口

増
加
に
よ
る
、
地
域
内
経
済
の

活
性
化

・�

農
林
業
の
再
生
振
興
、
森
林
機

能
の
強
化
と
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
の
具
体
化
な
ど

第
四
は
、
公
立
神
崎
総
合
病
院
を

核
と
し
た
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り・�
耐
震
化
対
策
・
将
来
機
能
の
強

化
、
介
護
・
看
護
・
医
療
・
健

康
・
福
祉
一
体
の
ま
ち
づ
く
り

・�

訪
問
診
療
・
介
護
な
ど
、
お
年

寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど

第
五
は
、
財
政
の
健
全
運
営

・�

町
長
報
酬
20
％
を
は
じ
め
特
別

職
報
酬
削
減
の
継
続

・�

平
成
28
年
度
か
ら
の
交
付
税
一

本
算
定
に
向
け
た
対
応
準
備
と

「
バ
ラ
ン
ス
と
選
択
と
集
中
」

に
配
慮
し
た
政
策
展
開
な
ど

　

引
き
続
き
、
皆
様
方
の
更
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
平
成
26
年
が
平
和
で
皆
様

に
と
り
ま
し
て
す
ば
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

冬のホタル準備

カーミン＆くまモンの共演

粟賀町区界隅

ＪＲ播但線

病院　すずらん祭
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が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

私

た

ち

　
「
独
り
暮
ら
し
で
不
安
、
介
護
に
疲
れ
て
い
る
、
子
ど
も
が
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
」
な
ど
、
人
に
は
様
々
な
悩
み
事
が
あ
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
そ
の
悩
み
事
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
行
政
と
連
携
を
取
り
適
し
た
施
設
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
「
民
生
委
員
法
」
の
規
定
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
の
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
や
秘
密
が
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

任
期
は
平
成
25
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で
。（
敬
称
略
）

～
地
域
の
中
で
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
～

問
合
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
３
２
―
２
４
２
１（加納）田邊	ちず子

（貝野）�冨士田	陽子

（岩屋）�奥野	佳代子（根宇野）若畑	きみ子

（山田）�神㟢	みどり

（寺野）�橋本美知代

（大畑）前田　順子

（中村）中山　和代

（東柏尾）岸本	きよの （柏尾）黒田　政行

（福本）髙橋　麻里

（作畑）�足立	きよゑ

（粟賀町）奥田	眞智子

（新田）足立　保則

（越知）横田	起美代
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私
た
ち
が
主
任
児
童
委
員
で
す

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
虐
待
や
児
童
に
関
す
る
問
題
を
専
門
的

に
担
当
し
、
関
係
機
関
と
地
区
担
当
民
生
委
員
の
連
絡
調
整
を
行
い

ま
す
。

（吉冨）�宮本　照代

（宮野）��立岩	三代子

（栗）藤原　奈美恵

（高朝田）�浦上　文代

（寺前）	児島	千代子 （寺前）�児島　大造

主任児童委員
藤原　雄三

（重行・為信・峠）
藤原　公子

（上岩）��大中なるみ

（上小田）��小林　進

（新野）福田　明美 （杉）西畑　伊久子

（赤田・渕）
古家　康資

（川上）大谷　豊子

（大河）岩本	美知代

（大山）澤田	寿美子

（鍛治）田中　洋子

（猪篠）入江　節子

（比延）荒木　貞子 （野村）木村	あや子

（本村・大川原）
田中　玉枝

（南小田）日和	つる子

主任児童委員
森本　浩子
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神
河
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

永
年
に
わ
た
り
見
識
を
有
す
る

者
と
し
て
監
査
委
員
を
お
務
め
い

た
だ
き
ま
し
た
井
上
秀
樹
氏
が
、

平
成
25
年
12
月
８
日
の
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

新
た
に
清
瀬
茂
生
氏（
吉
冨
在
住
）

が
神
河
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

選
任
に
同
意
さ
れ
、
監
査
委
員
と

し
て
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

清
瀬
氏
の
任
期
は
、
平
成
25
年
12

月
９
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

井
上
氏
は
、
平
成
16
年
10
月

に
神
崎
町
監
査
委
員
に
就
任
さ
れ
、

合
併
後
も
引
続
き
そ
の
職
を
お
務

め
い
た
だ
き
、
通
算
３
期
９
年
間

町
の
代
表
監
査
委
員
と
し
て
そ
の

職
責
を
全
う
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
年
の
御
労
苦
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
神
河
町
議
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
選
挙
日
程
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
任
期
満
了
日

　

平
成
26
年
４
月
30
日

＊
議
員
定
数

　
　
　
　

12
名

＊
立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
日　

時　
　
　

　

２
月
20
日
（
木
）　

　
　

午
後
２
時
０
０
分
～

・
場　

所

　

神
河
町
役
場
３
階
第
３
会
議
室

＊
主
な
日
程

①
告　

示　

日　
　
　

　

４
月
15
日
（
火
）

②
投　

票　

日　
　
　

　

４
月
20
日
（
日
）

③
新
し
い
任
期

　

平
成
26
年
５
月
１
日

　
　

～
平
成
30
年
４
月
30
日

神
河
町
議
会
議
員
選
挙
の

　
　
　
　
日
程
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
藤
原
雄
三
氏

及
び
澤
田
博
行
氏
の
再
任
に
つ
い

て
、
神
河
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
引

き
続
き
教
育
委
員
と
し
て
、
務
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
藤
原
雄
三
氏
の
任
期
は

平
成
25
年
12
月
21
日
か
ら
、
澤
田

博
行
氏
の
任
期
は
平
成
26
年
１
月

１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
年
間
で
す
。

　
神
河
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
神
河
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

補
充
員　

田
中　

洋
一
氏（
長
谷
）

　

補
充
員　

岸
田
眞
砂
美
氏（
根
宇
野
）

　

補
充
員　

山
内　

敦
子
氏（
南
小
田
）

　

補
充
員　

辻
井　

光
明
氏（
吉
冨
）

委員長　河村　正文氏（南小田）委員長代理　浦上　孝子氏（新　野）

委員　入江洋二郎氏（猪　篠）委員　竹國　洋子氏（岩　屋）

藤原　雄三氏（上小田）澤田　博行氏（大　山）

　

去
る
12
月
６
日
の
神
河
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
12
月
８
日
に
任
期

満
了
を
迎
え
る
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
各
４
名
の

委
員
及
び
補
充
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
開
始
後
の
12
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
委
員
長
、
委
員
長
代
理
が
委
員
の
互
選
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
各
種
選
挙
の
公
正
な
執
行
管
理
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

清瀬　茂生氏（吉冨）
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神
河
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
就
職
や

結
婚
で
離
れ
て
し
ま
っ
た
方

ふ
る
さ
と
神
河
を
守
っ
て
い
る
両
親
を

応
援
し
た
い
方

神
河
町
生
ま
れ
で
は
な
い
が
、
神
河
町

を
応
援
し
た
い
方

　

ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ
る
さ
と
づ

く
り
応
援
寄
附
金
）
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

神
河
町
に
２
千
円
を
超
え
る
寄
附
を
し

た
場
合
、
確
定
申
告
を
す
る
と
そ
の
２
千

円
を
超
え
る
部
分
が
そ
の
年
の
所
得
税
及

び
翌
年
度
分
の
個
人
住
民
税
の
税
額
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
住
民
税
特

例
控
除
額
は
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
１

割
が
限
度
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
町
外

の
方
に
は
、
３
千
円
相
当
の
特
産
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
神
河
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

平
成
25
年
４
月
～
11
月
に

　
　
　
　
　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

匿
名　
　
　

様　
　
　
　

５
万
円

　
　
　

赤
松　

暁　

様　
　
　
　

10
万
円

　
　
　

田
中
香
介��

様　
　
　
　

３
万
円

　
　
　

匿
名　
　
　

様　
　
　
　

１
万
円

　
　
　

匿
名　
　
　

様　
　
　
　

50
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
５
名　

69
万
円

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①   

自
然
薯
︵
約
１
㎏
︶

　
　

神
河
町
で
は
、
昭
和
58
年
か
ら
自
然

　

薯
の
栽
培
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

健
康
パ
ワ
ー
の
宝
庫
で
あ
る
特
産
を

　

一
度
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
発
送
は
11
月
末
～
１
月
末
）

②
ゆ
ず
セ
ッ
ト

　
　

神
河
町
の
特
産
”
柚
子
”
を
ふ
ん
だ

　

ん
に
使
っ
た
ゆ
ず
セ
ッ
ト
で
す
。

　

・
ゆ
ず
味
噌

　

・
ゆ
ず
マ
ー
マ
レ
ー
ド

　

・
ゆ
ず
の
精
（
１
０
０
％
ゆ
ず
果
汁
）

　

・
ゆ
ず
ぽ
ん
せ
ん

　

・
ゆ
ず
せ
ん
べ
い
の
詰
合
せ

③
神
河
町
産
米
と
お
か
ず
セ
ッ
ト

　
　

神
河
町
の
き
れ
い
な
水
で
作
っ
た
米

　

と
昔
か
ら
食
さ
れ
て
い
る
お
か
ず
（
珍

　

味
）
セ
ッ
ト
で
す
。

　

・
コ
シ
ヒ
カ
リ
1.5�
㎏

　
・
山
椒
の
実
佃
煮

　

・
山
吹
千
本
炊
き

　

・
蕎
麦
か
り
ん
と
う

　

・
か
ら
か
わ
（
山
椒
の
木
の
皮
の
佃
煮
）

　
　

※
読
売
テ
レ
ビ
「
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン

　
　
　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
で
紹
介
さ
れ
た
珍
味

④
カ
ー
ミ
ン
セ
ッ
ト

　

�　

神
河
町
特
産
の
柚
子
と
ゆ
る
キ
ャ
ラ

″
カ
ー
ミ
ン
”
の
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト
で

す
。

　

・
ゆ
ず
ジ
ュ
ー
ス
６
本

　

・
神
河
の
月
６
個
（
ブ
ッ
セ
）

　

・
カ
ー
ミ
ン
グ
ッ
ズ

　

（
メ
モ
帳
、
フ
ァ
イ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル　

各
１
つ
）

　

申
告
書
や
お
知
ら
せ
は
が
き（
通
知
書
）
、

前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票
、

所
得
控
除
の
各
種
証
明
書
や
医
療
費
の
領

収
書
な
ど
申
告
に
必
要
な
書
類
、
筆
記
用

具
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

区　
　

分　

�

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

場　
　

所　

姫
路
労
働
会
館

開
設
期
間　

２
月
４
日
（
火
）
～　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
17
日
（
月
）

開
設
時
間　

９
時　

～　

17
時

区　
　

分　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

場　
　

所　

姫
路
税
務
署

開
設
期
間　

３
月
18
日
（
火
）
～　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
（
月
）

開
設
時
間　

９
時　

～　

17
時

区　
　

分　

�

贈
与
税

場　
　

所　

姫
路
労
働
会
館

開
設
期
間　

２
月
４
日
（
火
）
～　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
17
日
（
月
）

開
設
時
間　

９
時　

～　

17
時

※�

混
雑
の
状
況
等
に
よ
り
早
め
に
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

「
申
告
書
の
受
付
」及
び「
用
紙
の
交
付
」

は
、
17
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

用
紙
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

※�

右
記
の
期
間
中
、
土
・
日
・
祝
日
は
開

設
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
２
月
23
日
と

３
月
２
日
の
日
曜
日
に
限
り
開
設
し
て

い
ま
す
。

※�

会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

姫
路
税
務
署

　

☎
（
０
７
９
）
２
８
２
―
１
１
３
５
㈹

　

右
記
番
号
に
か
け
て
い
た
だ
く
と
自
動

音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
従
い
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

姫
路
労
働
会
館
で
は
電
話
で
の
案
内
、
相

談
及
び
取
次
ぎ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
や
、
株
式
等
の
損
失
を
繰
り

越
す
た
め
の
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
要
し

な
い
場
合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成
で
き

ま
す
。
な
お
、
作
成
し
た
確
定
申
告
書
等
は

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま
す
。
ま
た
、

印
刷
し
て
税
務
署
へ
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

○�

ご
自
宅
等
で
、
い
つ
で
も
計
算
誤
り
の
な

い
申
告
書
等
を
作
成
で
き
ま
す
。

○�

作
成
し
た
申
告
デ
ー
タ
を
保
存
し
て
お
け

ば
、
翌
年
の
申
告
時
に
活
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
へ
。

︻
平
成
25
年
分
の
確
定
申
告
会
場
の
ご
案
内
︼︻

年
金
所
得
者
の
方
へ
︼

︻
ご
自
宅
で
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
︼

姫路税務署からのお知らせ

ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
を
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身
体
障
害
者
の
自
動
車
改
造
費
の

　
　
　
　
　
　
　

助
成
に
つ
い
て

　

就
労
等
の
た
め
利
用
す
る
自
動

車
の
改
造
費
を
助
成
し
ま
す
。

対  

象
者

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す

　

る
上
肢
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
機

　

能
障
害
者
で
、
就
労
等
に
伴
い
、

　

自
ら
が
所
有
し
運
転
す
る
自
動

　

車
の
一
部
を
改
造
す
る
者
。

　

※
改
造
す
る
前
に
申
請
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
額

　
　

改
造
費
と
10
万
円
を
比
較
し

　

て
い
ず
れ
か
少
な
い
額
。

問
合
せ

　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　　

神
河
町
で
は
平
成
25
年
７
月
１

日
か
ら
、
全
国
的
な
風
し
ん
の
流

行
に
と
も
な
い
緊
急
的
に
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
期
間
は
、
平
成

25
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
に
受
け
た
風
し
ん
（
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
含
む
）
予
防
接
種

町
ぐ
る
み
日
曜
健
診
の
お
知
ら
せ

　
　
　
︵
今
年
、
度
最
後
の
健
診
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　

ま
だ
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。︶

検診種別 受診者負担額 摘　　要

特定基本健診
（尿・血液検査、身体測定など）

1,000 円 39 歳以下および 75 歳以上並びに国保の 40 ～ 74 歳
保険者設定額 国保以外の 40 歳～ 74 歳

特定基本健診
オプション項目

貧　血 315 円
ご希望の方心電図 1,100 円

眼　底 800 円

肺がん検診
レントゲン 300 円 アスベスト取扱経験者は問診時にお申し出ください
喀痰検査 1,000 円 レントゲン検査を受ける、喫煙者の方でご希望の方

大腸がん検診 500 円 希望者（40～60 歳の節目の方は無料）
胃がん検診 1,000 円 希望者
肝炎ウィルス検診 600 円 40 歳以上の未受診者（40～60 歳の節目の方は無料）
前立腺がん検診 1,000 円 40 歳以上
萎縮性胃炎（ピロリ菌）検査 2,000 円 希望者
骨粗しょう症検診 800 円 40 歳以上の女性（昨年、受けられていない方のみ）

※大腸がん無料クーポン券をお持ちの方…、無料で受診できる最後の機会です。ぜひお申し込みの上
　受診して下さい

任
意
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

　
　
　
　
　
　

助
成
に
つ
い
て

障
害
の
あ
る
方
へ
の

　

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

実  

施  

日

　
　
　
　
　

２
月
16
日
（
日
）

受
付
時
間

　

�

午
前
８
時
30
分�

～�

11
時

実
施
場
所

　
　
　
　
　
　
　

神
崎
支
庁
舎

町
ぐ
る
み
健
診
受
診
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

        

お
ね
が
い

※�

今
年
度
、
既
に
申
し
込
ま
れ
て

お
り
、
総
合
健
診
受
診
票
、
尿

や
便
の
容
器
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
手
持
ち
の
も
の
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
再
度
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※��

今
年
度
、
申
込
み
さ
れ
て
い
な

い
方
、
申
込
ん
で
い
た
が
受
診

票
や
尿
・
便
の
検
体
容
器
を
無

く
さ
れ
た
方
は
、
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※�

健
診
日
の
１
週
間
前
に
な
っ
て

も
受
診
票
等
が
届
か
な
い
場
合

は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
度　

           

特
定
基
本
健
診
受
診
率

上
位
３
区

　

作
畑　

70
・
８
％

　

赤
田　

63
・
２
％

　

為
信　

60
・
０
％

下
位
地
区

　

新
田
・
越
知
・
新
野
・
上
小
田
・

　

重
行

※�

右
記
、
受
診
率
は
40
才
～
74
才

ま
で
の
神
河
町
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
11
月
末
現
在
の
基
本

健
診
の
受
診
率
で
す
。

※�

下
位
地
区
の
受
診
率
は
約
30
％

前
後
で
す
。
神
河
町
の
特
定
健

診
受
診
率
の
目
標
は
45
％
で
す

の
で
、
今
年
度
ま
だ
健
診
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

�　

受
診
率
を
上
げ
て
、
健
康
長

寿
の
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１
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に
対
し
て
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

�　

予
防
接
種
当
日
に
神
河
町
に

住
所
を
有
す
る
、
昭
和
39
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
、
又
は
妊
婦
の

同
居
家
族
。

　

※�

た
だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
に

か
か
っ
た
方
、
風
し
ん
（
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
含
む
）
予

防
接
種
を
２
回
接
種
し
た
方
、

ま
た
は
現
在
妊
娠
し
て
い
る

方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
額

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

７
，
５
０
０
円

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

　

※
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

助
成
方
法

　

�　

対
象
者
で
任
意
風
し
ん
予
防

接
種
費
用
助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

役
場
健
康
福
祉
課
（
神
崎
支
庁

舎
内
）
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

※
申
請
後
、
予
診
票
等
を
お
渡

　
　

し
し
ま
す
。

注
意
事
項

　

�　

助
成
対
象
の
風
し
ん
予
防
接

種
は
、
任
意
の
予
防
接
種
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
予
防
接
種

の
有
効
性
や
副
反
応
等
を
十
分

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
の
う
え
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免

除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎

年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月

分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ

れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・

申
請
免
除
期
間
」
よ
り
先
に
経
過

し
た
（
古
い
）
月
分
で
あ
る
場
合

は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」
が
優
先
し
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し

た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら

を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選

択
で
き
ま
す
。

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に

経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　

姫
路
年
金
事
務
所

☎
０
７
９
―
２
２
４
―
６
３
８
０

　

平
成
26
年
４
月
に
小
学
校
、
中

学
校
に
入
学
さ
れ
る
対
象
の
方
に
、

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た

　
　

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

行
政
情
報

１
月
中
旬
頃
「
入
学
通
知
書
」
を

郵
送
し
ま
す
。
「
入
学
通
知
書
」

が
届
か
な
い
場
合
に
は
、
左
記
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

入
学
説
明
会
等
に
つ
い
て
は
、
学

校
か
ら
通
知
し
ま
す
。

対
象
者　

　

町
内
に
在
住
す
る
幼
児
・
児
童

で
、

＊
小
学
校

　

平
成
19
年
４
月
２
日
～

　
　

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

＊
中
学
校

　

平
成
13
年
４
月
２
日
～

　
　

平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

問
合
せ

　

教
育
課　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

　

平
成
25
年
３
月
で
閉
校
し
ま
し

た
「
旧
大
山
小
学
校
体
育
館
」
を
、

４
月
以
降
も
社
会
体
育
施
設
と
し

て
ご
利
用
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た

が
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、

耐
震
性
能
を
満
た
し
て
い
な
い
結

果
と
な
り
、
利
用
者
の
安
全
性
を

考
え
、
平
成
25
年
12
月
末
を
も
っ

て
閉
鎖
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
神
崎
体
育
セ
ン
タ
ー
、
町
民

体
育
館
、
ま
た
は
各
小
・
中
学
校

の
体
育
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

　

教
育
課　

☎
３
４
―
０
２
１
２

　

10�

kw
以
上
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
て
、
発
電
量
の
全
量
を
売

電
す
る
場
合
に
は
、
設
置
し
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
等
の
設
備
は
固
定
資

産
税
（
償
却
資
産
）
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

該
当
す
る
設
備
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申

告
を
平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

所
有
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
が

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
に
該

当
す
る
か
判
断
が
困
難
な
場
合
や
、

申
告
方
法
等
に
つ
い
て
、
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま
で

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

税
務
課　

☎
３
４
―
０
９
６
１

平
成
26
年
度

小
学
校
・
中
学
校
入
学
の

　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

旧
大
山
小
学
校
体
育
館
の
閉
鎖

　
　
　
　
　

�

の
お
知
ら
せ

　
　

太
陽
光
発
電
設
備
等
︵
再

　
　

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
︶に
係
る
固
定
資
産
税︵
償

却
資
産
︶
申
告
に
つ
い
て
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ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（☎ 32 － 2752）
までお知らせください。

神河町いずみ会　前田美岐子さん（山田在住）
「ひょうご県民ボランタリー活動賞」を受賞  ◇ ◇

　11月８日、兵庫県公館で平成25年度「ひょうご県民ボラン
タリー活動賞」表彰式が開催され、その場において、神河町
いずみ会　前田美岐子さんが受賞されました。
　前田さんは、長年、いずみ会のリーダーとして“私達の健
康は私達の手で”を合言葉に、食生活改善を中心とした健康
づくり全般についての意識啓発ボランティア活動をしてこら
れました。
　また、神河の食育でも「乳幼児期からの食の大切さ」を若
い世代へ伝え、食育の担い手として、乳幼児期から高齢者ま
で幅広い年代への食育を推進しておられます。この優れたボ
ランティア精神や地域のコミュニティづくりへの貢献が認め
られて、受賞されました。

ボランティアで清掃活動をしていただきました◇ ◇
　ボランティア・グループの『いなみ野神崎』様により、10月23日（水）に役場本庁舎の駐車場
周辺の清掃活動をしていただきました。
　この清掃活動については、『いなみ野神崎』様のご好意により毎年実施していただいているも
のです。
　おかげさまで駐車場周辺がたいへんきれいになりました。
　清掃活動をいただきました皆様、誠にありがとうございました。

白寿おめでとうございます !!◇ ◇
　白寿（満99歳）を迎えられた松井ますゑさん（山田）
を11月24日（日）に町長が訪問し、町民を代表してお祝
いをしました。
　これからも健康に気をつけ、長生きしてくださいね。



かみかわ　No.9811 

第５回神河ロープジャンプＸ大会◇ ◇
　11月24日（日）、第５回神河ロープジャンプＸ大会が、神崎体育センターで開催されました。
　この大会は、５月のチャレンジデーの公式競技にもなっていて、健康づくりと地域のコミュニ
ケーションづくりの一環として開催し、少年クラブ・少女クラブや、ファミリー、青年グループで
構成された12チームが集まりました。
　保育園や幼稚園の子たちが、最初は飛べなかったけど５回飛べることが出来たり、チームワーク
で辛抱づよく飛んだりと見応えのある競技が展開されました。優勝は、神河ＪＶＣ新鮮マグロチー
ムが1,008ポイント（９人×112回）で、惜しくも神河町記録（第３回大会神崎サッカークラブ５年
の1,236Ｐ）には届きませんでした。また、来年頑張ってください。

　優　勝：神河ＪＶＣ新鮮マグロ　　　　　1,008Ｐ（９人×112回）
　準優勝：Ｉ♡沖縄　　　　　　　　　　　��648Ｐ（６人×108回）
　３　位：神河ＪＶＣすし食いね～！　　　��594Ｐ（11人×� 54回）

◇ ◇人権・青少年健全育成合同大会を開催しました
　11月30日（土）人権・青少年健全育成合同大会が中央公民館グリンデルホールで開催され、関係
団体を含め355名の皆様にご来場いただきました。
　第一部では、青少年健全育成功労者の表彰、人権ポスター等の優秀作品の表彰式を行いました。
　子どもたちの主張では、越知谷小・寺前小・神河中・神崎高校の代表児童・生徒が自分たちの経
験とそこからの思いを発表しました。４人とも、友だち・家族・先生など、多くの人に支えられて、
前向きになれたという内容で、大変感動を覚えました。　
　第二部の講演では、「差別ってなんやねん!!～人の心の奥底にあるもの～」と題して、落語家の
桂�福車さんに講演をしていただきました。自分が常識だと思っていることも、場所が変われば常
識でなくなること、人は誰でも心の中に人を傷つけてしまう心の刃を持っていて、そのことに気づ
かず、無関心である人ほど、人を傷つけてしまうことなど、笑いを交えながらも、熱く語っていた
だきました。

優勝　チーム 準優勝チーム ３位のチーム
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保
健
・
福
祉

　 １ 月 の 保 健 行 事
実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所

10 日
（金）

すくすく相談	
（乳幼児相談）

H25.5 月・12 月
生まれ及び希望者

13：30　�
�～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

21 日
（火）

２歳児むし歯
予 防 教 室

H23.10 ～
　　　12 月生まれ

13：30　�
�～ 14：00

22 日
（水） ３ 歳 児 健 診

H22.9 ～
　 　��11 月生まれ

13：00　�
�～ 14：00

28 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H25.9.21 ～
���H25.11.28 生まれ

13：30　�
�～ 13：40

７日
（火）

健 康 福 祉	
なんでも相談 一般住民 9：00　�

�～ 11：30

　乳がんにかかる女性は年々増え、日本人
女性の 15 人に 1人はかかるといわれ、30 歳
～ 64 歳の死亡原因の第１位となっています。
　乳がんは早期に発見して治療を受ければ治
すことができます。自分で発見することもで
きるため、月 1 回の自己検診を習慣づけま
しょう。
　乳がん検診は、隔年受診になっていますの
で昨年・今年度まだ受けていない人はぜひ受
けましょう。

「腎臓元気アップ教室」・「防ごう脳卒中教室」参加者募集
　日本腎臓病学会によると、８人に１人は慢性腎臓病と推定されています。腎臓病は自覚症状が少な
く気づかないうちに進行し、症状が出た時にはかなり進行していることが少なくありません。今年度
から町ぐるみ健診の血液検査で腎臓の糸球体濾過量（ｅ－ＧＦＲ）を調べています。この数値が低い
方（ｅＧＦＲ＜ 60）の方や糖尿病で治療中の方など是非ご自身の腎機能を見直すきっかけとして教
室に参加してみませんか？
　また、要介護となる原因の第１位は脳卒中です。将来元気で過ごすためにも脳卒中予防は欠かせま
せん。将来のために、今の生活を見直し健康寿命を伸ばしましょう。

腎臓元気アップ教室 防ごう脳卒中教室
時間 午前 10時～ 11 時 30 分 午後１時 30分～３時
日程 １月 20日・２月３日・17日（月） 17日：講演会　聖マリア病院人工透析センター長　内古閑　修　医師

会場 神崎支庁舎
〆切 １月 14日（火）

申し込み：
健康福祉課
☎３２－２４２１

乳がん検診のご案内
（マンモグラフィーのみ）

検診日時
平成 26年２月 16日（日）
13：00 ～ 15：00

検診会場 神崎支庁舎
申込み先 健康福祉課（32-2421）

申込み期限 平成 26年１月 31日（金）

　

　11 月 16 日（土）に『自分の強みを活かして生きる　
～障害のある人がいきいきと活動する片山工房の実践
～』と題して、ケアステーションかんざき地域公開講座
を開催しました。
　お話いただいた新川修平さんは、神戸市にある片山工
房の代表をされています。片山工房は、障害者の通所施
設で、特に絵画活動をはじめとするアート（表現）活動
に力を入れておられる施設です。今回は、障害のある方
との関わりの中で大切にされていることや障害のある人
の力を活かしていくために必要な視点などをお話いただ
きました。
　先生のお話で印象的だったのは、『待つと必ず答えが
見える』というお話です。片山工房では、できないと決
めつけて手を出すのではなく、ご本人がアクションを起
こされるまで、とにかく待つことをされています。待っ
ているとそこに居場所ができ、居場所ができると、何か
をしようとご本人が考え始める、そしてご自分から活動
をされるようになる、とのことでした。
　このお話には、ある保育士の先生からは、「日々の保

育の中で、なかなか待てていないなあ、と痛感しました。
だけど、子どもの力を発揮してもらうためには、待つっ
てやっぱり大事だと思えました。明日からはいつもより
も子どもたちのことを待って上げられると思います」と
いう感想をいただきました。
　また、片山工房に通われている方々は、できるだけ公
共交通機関を利用して、工房までこられているそうです。
公共交通機関を使い続けていると、公共交通機関の職員
の方などが、利用しやすい工夫を考えてくれるようにな
ったそうです。それが蓄積され、少しずつ使いやすい工
夫や環境整備が進んでいったそうです。
　不便だから、制度がないから、とあきらめるのではな
く、とにかくやってみることで、いろいろなことが動き
始めるという片山工房の信念は、私たちの地域でも、実
践できるのではないかと感じました。
　講演会は、障害のある方々についてのお話でしたが、
関わるときに大切にし
たい考え方は、保育や
子育てにも共通すると
ころがあったようです。
このように、それぞれ
の立場で、それぞれに
感じることができたの
ではないでしょうか。

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

『待つと必ず答えが見える』
～ケアステーション地域公開講座より～

　増加

17 日は腎臓専門医師による　
講演あり
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公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

「腰部 ( ようぶ ) 脊柱管 ( せきちゅうかん ) 狭窄症 ( きょうさくしょう )」とは、どのような病気ですか。

腰椎（腰の骨）の変形が原因で起こる疾患で、加齢と共に誰にでも起こる病気です。
　　加齢や仕事などの環境によって、腰椎の関節の変形や、靭帯の肥厚、椎間板の変化やヘルニアなど
が合併して、神経が通っている穴（脊柱管）が狭くなってくることにより、中を通っている神経が圧
迫されることで起こる病気です。
　　

「腰部 ( ようぶ ) 脊柱管 ( せきちゅうかん ) 狭窄症 ( きょうさくしょう )」の治療法はありますか。

治療法は、手術療法と薬や運動療法などを行う保存的治療があります。
　　狭くなった脊柱管を広げるには手術しかありません。しかし、歩行障害や日常生活に影響がないう
ちは、薬、点滴、運動療法、コルセット、神経ブロックといわれる局所麻酔薬の注射などの保存的治
療を行い症状を和らげます。薬物療法では、神経の血流を促進する血管拡張薬を使ったり、抗炎症鎮
痛剤を用いることがあります。足の筋力を落とさないためにもウォーキングなどの軽い運動は継続し
て行うといいでしょう。腰を伸ばさないようにするコルセットを使用することもあります。安易な牽
引治療は症状が悪化することがあるので気を付けましょう。
　　日常生活に支障をきたす場合は、神経ブロックや手術療法をお薦めします。現在、手術療法は非常
に良くなってきており、入院期間も２～３週間ほどです。当院でも行っていますので、お悩みの方は
ぜひご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整形外科診療部長　中山　温広

公立神崎総合病院のコーナー

Q
A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

Q
A

①鶏肉を食べやすい大きさに切る。
②しいたけは水でもどし食べやすい大きさに切る。
　（もどし汁も使う）
③こんにゃくは一口にちぎり、ゆでる。
④野菜は乱切りにする。
⑤鍋にごま油を熱し、鶏肉を炒め、残りの具材を軽く炒
　めてＡを入れ、中火で煮込む。
⑥アクを取り、具材が柔らかくなったらＢをいれ弱火で
　煮込み、味見する。
⑦味がしみてきて水気がなくなってきたら出来上がり。
　　　　　　　　　　　　　　　（男性の料理教室より）

・鶏もも肉　　　　　　　１枚（200 ｇ）
・にんじん　　　　　　　１本（100 ｇ）
・ごぼう　　　　　　　　１本（160 ｇ）
・れんこん　　　　　　　　　１００ｇ
・たけのこ　　　　　　　　　１／２本
・こんにゃく　　　　  　　　 １／２枚
・干ししいたけ　　　　　　　　　４枚
・いんげん（絹さや）　　　　　　 適宜
　　ごま油　　　　　　         大さじ１
　　酒　　　　　　　　　　　大さじ３
　　しいたけの戻し汁＋水　　４００ml
　　みりん　　　　　　　　　大さじ２
　　砂糖　　　　　　　　　　小さじ１
　　塩　　　　　　　　　　　　　少々
　　しょうゆ（濃口）　　　　  大さじ１
（１／10の栄養価）
エネルギー　	 89	kcal
たんぱく質　					　4.3g
塩　分　　　　			0.35g

～おせち料理の一品に～

（副菜）簡単＊筑前煮（作りやすい分量）…　試食 10 人分

かみかわの食育
���年末年始は、会食が増え ｢ごちそう｣ もたくさんあります。
主菜（肉・魚・卵・大豆製品を使ったおかず）が多くなり
がちですが、副菜（野菜を使ったおかず）も必ず食べましょう。
食育標語　｢今食べる　食事が未来を　決めている｣

｛Ａ

｛Ｂ

　　主な症状は間欠性跛行と坐骨神経痛です。間欠性跛行とは、少し歩くと足のしびれや痛みがきつく
なったり、足が前に出なくなってしまう状態です。しゃがんで休み、休むとまた歩けるようになりま
す。これはしゃがむことにより脊柱管が広がるためです。坐骨神経痛は腰から足にいく神経の根元あ
たりが圧迫されることにより、お尻から足先に電気が走るような痛みが現れます。
　　腰部脊柱管狭窄症だけでは腰痛はあまり起こりません。腰痛の原因は腰椎の不安定性や椎間板周囲
や関節の炎症で、腰部脊柱管狭窄症とは異なります。

かん�けつ�せい�は�こう ざ�こつ�しん�けい�つう
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公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

あ や め 学 級 　会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

１月９日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座　⑨
「播磨国風土記新講」
　西播磨歴史研究家
　　　　　　村上紘揚　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　⑧
（俳句・短歌・民謡・園芸・
コーラス・色えんぴつ画）

公 民 館 教 室 　　　　　　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
成人対象 �１月 16 日㈭　⑬ 19：30 ～

パソコン教室（初級）
成人対象 �１月 25 日㈯　⑪ 10：00 ～

楽しいお菓子づくり教室
子ども対象 �１月 25 日㈯　⑥ 9：00 ～

あじさい学級 　会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

１月 23 日㈭

10：00 ～
　11：30

教養講座　⑨
「エベレスト登頂に賭けた夢」
㈱マルセイ代表取締役
　　　　　　木元正均　先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座　⑧
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・野の花・園芸・グラウ
ンドゴルフ）

公 民 館 教 室 　　　　　　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
成人対象 １月 10 日㈮　⑭ 10：00 ～

第８回ふるさと文化祭

成人ゼミナール  会場：中央公民館　

月　日 時間 内　　　　　容

１月 18 日㈯
⑨

13：30 ～
15：00

「取材の現場から」
　　　　　　神戸新聞社姫路支社

１月の
ロビー展

中央公民館 「竹紙・竹筆で田﨑博和の世界」展

神崎公民館 新春　書初め展

第８回神河町文芸祭作品募集

日　　時　　２月９日（日）13：00～� �
場　　所　　神崎公民館� � � �
申込方法　　新作で未発表の作品を葉書に楷書で
　　　　　　書き、郵送またはご持参ください。�
　　　　　　※住所・氏名・電話等を記入してく
　　　　　　　ださい。� � � �
応募作品　　�短歌：２首以内
　　　　　　俳句：２句以内（季語を必ず入れてください）�
申込締切　　１月12日（日）（当日消印有効）� �
審  査  員　　短歌：小畑庸子先生
　　　　　　俳句：藤村てつを先生� �
　　　　　　※優秀作品には賞を用意します。�
申  込  先　　〒679－2413　神河町中村10� �
　　　　　　神河町神崎公民館　☎32－1681

短 歌 ・ 俳 句

日　　時　　１月 19 日（日）～２月９日（日）� �
場　　所　　神崎公民館ロビー�� � �
申込締切　　１月 10 日（金）� � � �
申込方法　　申込用紙に、氏名・住所・電話番号・
　　　　　　所属・学校名・学年などをご記入く
　　　　　　ださい。� � � � �
　　　　　　※申込用紙は、中央・神崎公民館に
　　　　　　　あります。
作品搬入　　１月９日（木）～１月 15 日（水）� �
作品搬出　　２月９日（日）15：00 ～� �
審  査  員　　竹西教子先生� � � �
　　　　　　※優秀作品には賞を用意します。� �
� �

新 春 書 初 め 展

主催　神河町文化協会
後援　神河町教育委員会・神河町中央公民館・神崎公民館�
� � � � �

短歌部門・俳句部門　講評指導

　Ｈ 25 年 11 月１日～３日に作品展（神崎公民館・
神崎体育センター）、４日に芸能発表会（中央公
民館）が開催されました。作品展には 619 点の作
品が出展され、芸能発表会では 29 グループの出
演があり、町民あげての大いに盛り上がったすば
らしい文化祭になりました。
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【神崎公民館】
雪まろげ　古手屋喜十為事覚え　　宇江佐真理
恋しくて　Ten�Selected�Love�Stories　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　村上��春樹
ゼツメツ少年　　　　　　　　　　重松　　清
怪物商人　大倉喜八郎伝　　　　　江上　　剛
将軍の象　採薬使佐平次��������������平谷　美樹
獅子の城塞　　　　　　　　　　　佐々木　譲
黄昏の旗　箱庭旅団　　　　　　　朱川　湊人
潮鳴り　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟��������
　　　　　　　　　　　　　　　　　　他９冊

新着図書のご案内
【中央公民館】
天使の柩　　　　　　　　　　　　村山　由佳
アンのゆりかご　村岡花子の生涯　村岡　恵理
賢国への道　もう愚かではいられない　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　中西　輝政
巨鯨の海　　　　　　　　　　　　伊東　　潤
未明の闘争　　　　　　　　　　　保坂　和志
村上海賊の娘（上・下巻）　　　　�和田　　竜
人生はニャンとかなる！明日に幸福をまねく
68 の方法　　　　　��水野　敬也・長沼　直樹
小さいおじさん　　　　　　　　　尾崎　英子
まほろ駅前狂騒曲　　　　　　　　三浦しをん
軍師黒田官兵衛　　　　　　　　　高橋　直樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　他９冊
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子

締
め
切
り
の
二
つ
三
つ
と
重
な
り
て

　
　
　

今
日
一
日
は
何
処
に
へ
も
行
け
ぬ　
　

岸
田
富
砂
子

文　芸　欄

　恋人の春妃を失って以来、心に深い痛み
を抱えてきた歩太。家にも学校にも居場所
がなく、自分を愛せないで育った少女・茉
莉。傷ついた二つの魂が惹かれあう…。天
使の卵から２０年、感動の最終章！

　店の前に捨てられていた赤ん坊を、養子
にした喜十。ある日、生き別れになった赤
子のきょうだいが突然、姿をあらわした。
北町奉行所隠密廻り同心の上遠野平蔵は四
人の子どもをそのまま引き取れと無茶を言
ってくるが…。心やすらぐ時代連作集。

雪まろげ 古手屋喜十為事覚え
　　　　著　者　　宇江佐　真理
　　　　発行所　　新潮社

天 使 の 柩　　　　　　

　著　者　　村山　由佳　
　発行所　　集英社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）

お
詫
び
と
訂
正　

…　

先
月
号
の
黒
田
康
徳
さ
ん
の
お
名
前
の
表
記
に
誤
り
が
ご
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
正
）
黒
田
康
徳　
　
（
誤
）
梶
原
康
徳
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問い合わせ　おひさま　☎ 34 － 0315　
利用時間：10 時～ 16 時（土・日・祝日は休み）

子育
て学習センター

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 22 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

※グループ活動は途中入会もできます。

１月の予定
【グループ活動】　時間　10：00 ～ 11：30

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育
センター

Ａ 17 日
（金） 体育館シューズ

（親子）　
お茶
汗拭きタオルＢ 31 日

（金）

【親子ハッピー体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

おひさま

～子育てお楽しみ会～
『親子で楽しくリトミック』

と　き　１月 25 日（土）　10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター　２階大ホール
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいさん・おばあさんもお孫さんと　
　　　　一緒にどうぞ）
内　容　衣笠マナミ先生（リフレ）と音楽にあわせ
　　　　て楽しい親子あそびやパーカッション演奏
　　　　を聞きます。
参加費　無料　　　
持ち物　お茶
（この事業は社会福祉協議会「歳末たすけあい募金」����
　が活用されています）

～おひさまルームに遊びにきてね～

場所　大河内保健福祉センターの２階
時間　10：00 ～ 16：00（月～金）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。
　子育て相談も受け付けています。
　子育て中の方ならどなたでも参加できますので、
　お気軽に遊びにおこしください。

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　　　　友だちづくり

15 日（水）
きらきら館

29 日（水）

１
歳
児

ひ
ま
わ
り
にっこり講座 21 日（火）きらきら館

さ
く
ら
ん
ぼ
にっこり講座 ２月４日（火）きらきら館

合
同
みんなであそぼう 14 日（火）きらきら館

親子であそぼう 28 日（火）きらきら館

２
歳
児

ぶ
ど
う

わくわく学習会 ９日（木）きらきら館

グループ活動 23 日（木）きらきら館

バ
ナ
ナ

わくわく学習会 10 日（金）きらきら館

グループ活動 24 日（金）きらきら館

3歳児
知っ得講座 16 日（木）きらきら館

グループ活動 30 日（木）きらきら館

自由
参加

おひさま広場 8日（水）神崎支庁舎

子育てお楽しみ会 25 日（土）大河内保健福祉センター

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

おひさまタイム：おひさまオリンピックで競争したよ。

クリスマス会でサンタさんに会えたよ。
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子育
て学習センターサークル紹介（神崎公民館）

健康貯蓄体操（生命の貯蓄体操）

問合せ　きらきら館　☎ 32 － 2410

　健康貯蓄体操は、今日の若さ、元気を、明日へ貯
蓄していくものです。呼吸法を大切にしながらゆっ
くりと体内のこりをとり、血流を良くします。①要
の体操、②自きょう術、③組体操、この３つがあり
ます。お互いにツボを押し合い、毎日のこりをその
日のうちにとるものです。地味ですが、高齢者にも、
体調に合わせてできる体操です。
　お口の体操も、楽しい時が持てています。高齢者
ばかりですが、ゆっくり楽しい２時間を過ごせるオ
アシスですよ。興味のある方は、のぞいてみられた
ら？　　　　　　　　　　　
　お待ちしています。

　活動日　　毎週金曜日
　時　間　　午前10時～12時
　場　所　　神崎公民館　２階　和室
　指導者　　谷川千加子　
　代表者　　谷川千加子　☎３３－０００５

開 館 時 間　9：00 ～ 17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　神崎公民館　☎３２－１６８１

おはなしなあに？
１月 11 日（土）　10：00 ～

・季節の本の読み聞かせ

あおぞら図書館（巡回）
１月 18 日（土）寺前～大河 方面
１月 29 日（水）貝野～比延 方面
　きらきら館の本を持って、午前９時から１２時
の間にみなさんの地域へ出かけます。
　車で巡回していますので、お気軽に声をかけて
くだされば停車し、貸出します。
　様々な本を用意していますので、ぜひご利用く
ださい。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
常
日
頃

か
ら
当
院
の
看
護
・
介
護
方
針
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
入
院
患
者
様
を
対
象

に
、
衣
類
・
タ
オ
ル
類
及
び
日
用

品
類
の
洗
濯
付
き
レ
ン
タ
ル
を

（
Ｃ
Ｓ
セ
ッ
ト
）
平
成
25
年
10
月

か
ら
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

Ｃ
Ｓ
セ
ッ
ト
は
患
者
様
・
ご
家
族

様
へ
の
入
院
用
品
の
準
備
や
不
足

分
の
補
充
及
び
洗
濯
な
ど
の
負
担

軽
減
と
、
院
内
の
衛
生
環
境
の
向

上
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
利

用
者
様
は
常
に
清
潔
で
安
心
な
物

を
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け
お
使

い
頂
け
ま
す
。
他
に
、
紙
オ
ム
ツ

プ
ラ
ン
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
病
院

指
定
業
者（
株
式
会
社　

エ
ラ
ン
）

と
の
直
接
契
約
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
利
用
の
際
は
、
入
院
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

公
立
神
崎
総
合
病
院
か
ら

　
　
　
　

入
院
生
活
用
品
セ
ッ
ト
導
入
の
ご
案
内オムツプラン寝巻き・タオル類日常用品の一例

子育て座談会
１月 31 日（金）10：00 ～

講師：古隅富恵先生
　養護教諭を経験された先生と一緒に事例を通し
て“幼児期”や“思春期”にこそ支え合うことの
大切さについて教えていただき、話し合います。
　「子どもにとって一番重要なのは、かけがえの
ない存在として愛されること」というようなお話
をしていただきます。お気軽にご参加ください。
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夢
と
希
望
を
も
っ
て
未
来
へ

は
ば
た
け
！
神
河
町
の
若
人
た
ち

平
成
26
年
神
河
町
成
人
式

と　

き　

１
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　

午
前
10
時
00
分
開
会

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
５
年
４
月
２
日
～

　

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内 　

容　

　

�

○
式
典

　

・
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
記
念
品

　
　

贈
呈
、
誓
い
の
こ
と
ば

　

・
記
念
撮
影

　

○
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

　

※�

式
典
は
、
ご
家
族
、
地
域
の

方
も
参
観
に
な
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

第
39
回
神
河
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と　

き　

１
月
26
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
～
（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス　

神
河
町
役
場
前
発
着

　
　
　
　

寺
前
～
高
朝
田
コ
ー
ス

種　

目

マ
ラ
ソ
ン　

1.5�

km
・�

3.0�

km
・
5.0��

km

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン　
　

1.0�

km

ジ
ョ
ギ
ン
グ　
　
　

1.0�

km
～
1.5�

km

参
加
費　

　

１
人
１
種
目　

５
０
０
円

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　

１
組
（
２
人
）
１
，
０
０
０
円

※
参
加
費
は
当
日
、
受
付
で
納
入

　

く
だ
さ
い
。

招　

待　

西
脇
工
業
高
校
、
須
磨

　

学
園
高
校
駅
伝
選
手

申
込
み　

１
月
８
日
（
水
）
ま
で

　

に
神
河
町
教
育
委
員
会
ま
た
は

　

神
崎
支
庁
舎
へ

　
　

申
込
書
は
、
神
河
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n

　

.kam
ikaw

a.hyogo.jp/

）
か

　

ら
印
刷
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

軽
登
山
教
室

　

扁
妙
の
滝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

冬
の
名
所
で
あ
る
、
凍
っ
た
扁

妙
の
滝
を
み
ん
な
で
観
に
行
き
ま

せ
ん
か
。
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
８
日
（
土
）

集　

合　

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形

　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
集
合

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
み　

１
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

に
教
育
委
員
会
へ
持
参
、
郵
送

　

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

そ
の
他　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、

　
　

暖
か
い
ぼ
た
ん
汁
を
用
意
し

　
　

て
い
ま
す
。

　
��

・�

防
寒
対
策
と
滑
り
に
く
い
靴

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
荒

天
時
は
中
止
と
し
ま
す
。

　

・�
詳
し
く
は
、
折
込
チ
ラ
シ
か

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
課　

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

神
崎
支
庁
舎
版

　
﹁
こ
つ
こ
つ
貯
筋
教
室
﹂

　
﹁
元
気
や
脳
教
室
﹂

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

　

神
河
町
の
方
が
要
介
護
状
態
に

な
る
原
因
は
①
認
知
症
②
転
倒
・

骨
折
③
関
節
疾
患
④
脳
血
管
疾
患

の
順
で
す
。
そ
こ
で
今
年
も
１
・

２
位
に
注
目
し
た
教
室
を
神
崎
支

庁
舎
で
も
行
い
ま
す
。

①
﹃
こ
つ
こ
つ
貯
筋
教
室
﹄

　

足
腰
が
痛
か
っ
た
り
、
動
き
に

く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
生
活
し
に

く
い
で
す
よ
ね
。
少
し
の
意
識
と

簡
単
な
運
動
を
続
け
る
と
痛
み
も

楽
に
な
り
、
生
活
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
好
き
な
こ
と

が
続
け
ら
れ
る
身
体
づ
く
り
の
た

め
、
一
緒
に
楽
し
く
筋
肉
を
貯
筋

し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

１
月
10
日
（
金
）
～

　

６
月
ま
で
月
２
回
実
施　

計
11
回

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
ご
ろ

内　

容　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

　

��

お
馴
染
み
の
古
田
裕
子
先
生（
健

康
運
動
指
導
士
）指
導
に
よ
る
、

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
個
人
に

あ
わ
せ
た
簡
単
な
体
操

②
﹃
元
気
や
脳
教
室
﹄　　
　
　

　

「
軽
度
認
知
障
害
（
認
知
症
に

な
る
前
段
階
）
」
を
ご
存
知
で
す

か
？
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、

認
知
症
も
物
忘
れ
の
段
階
か
ら
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
切
で

す
。
い
つ
ま
で
も
「
元
気
や
の
ぅ

（
脳
）
～
」
と
言
え
る
よ
う
、
教

室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

１
月
８
日
（
水
）
～

　
　

月
１
回
実
施

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
ご
ろ

内　

容　

体
と
脳
を
元
気
に
す
る

　

た
め
の
方
法
を
学
び
、
実
践
し

　

ま
す
。

︻
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記

　
　
　

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
︼

対　

象　
　

65
歳
以
上
の
方

会　

場　
　

神
崎
支
庁
舎

申
込
締
切　

１
月　

７
日
（
火
）

問
合
せ　
　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

看
護
職
復
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

医
療
現
場
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ

た
方
を
対
象
に
、
以
前
習
得
し
た

技
術
等
を
思
い
だ
せ
る
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
看
護
師
と

し
て
の
復
職
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
一
歩
を
踏
み

出
す
ひ
と
つ
に
「
復
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

病
院
見
学
、
就
職
相
談
も
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。

と　

き　

１
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

　
　
　
　

１
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
～
13
時

＊�

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
お

電
話
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

＊�

当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト

　

募　

集　
　

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
財政課　　　　　34 － 0002
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　男　　5,827 人　�（�　�４）
　女　　6,525 人　�（－� ��6）
　計　�12,352 人　�（－� �２）
世帯数　4,132 世帯（　� �２）

人 の 動 き

※ 2013 年 11 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　19 人
　出生　��4 人

転出　14 人
死亡　11 人

※ 2013 年 11 月中の異動

ち
ょ
き
ん

の
う
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★
ま
ち
の
笑
顔
★

問
合
せ　

公
立
神
崎
総
合
病
院

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
８
８

E-m
ail:soum

u@
kanzaki-hp.jp

赤
穂
カ
キ
ま
つ
り
と
食
べ
放
題

　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
ツ
ア
ー

と　

き　

２
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
17
時
30
分

参
加
費　

一
人
５
，
５
０
０
円

定　

員　

先
着
35
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み　

神
河
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
１
０
０
１

身
体
障
害
者
訓
練
生

　

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
「
国
立

県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
」
で
は
、
身
体
障
害
者
を
対
象

と
し
た
平
成
26
年
4
月
入
校
の
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

訓
練
期
間
は
、
１
年
間
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
校
又
は
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

①
募
集
対
象
者

　

一
般
の
職
業
能
力
開
発
施
設
で

の
訓
練
受
講
が
困
難
な
身
体
障
害

が
あ
り
、
次
の
事
項
を
全
て
満
た

し
て
い
る
人

・�

障
害
の
症
状
が
固
定
し
て
い
る

方
・
就
業
の
意
思
を
有
し
、
職

業
的　

自
立
が
可
能
な
方

・�

訓
練
及
び
日
常
生
活
に
支
障
が

な
く
、
集
団
生
活
に
適
応
で
き

る
方

・�

履
修
に
必
要
な
習
得
能
力
と
意

欲
が
あ
る
方

・�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を

し
て
い
る
方

②
募
集
科
目
と
定
員

　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科　
　
　

20
名

　

Ｏ
Ａ
事
務
科　
　
　
　
　

20
名

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科　

20
名

　

イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科　

15
名

③
受
付
期
間

　

１
月
22
日
（
水
）
ま
で

④
選
考
日

　

２
月
５
日
（
水
）

⑤
そ
の
他

・�

授
業
料
は
、
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
教
科
書
代
等
は
自
己
負
担

・�

通
校
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

校
内
に
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

�

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

☎
（
０
７
２
）
７
８
２
―
３
２
１
０

FAX
（
０
７
２
）
７
８
２
―
７
０
８
１

県
立
山
の
学
校
生
徒

　

兵
庫
県
で
は
、
自
然
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
と
寮
で
の
共

同
生
活
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
人

間
関
係
を
育
み
な
が
ら
、
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
培
い
「
元
気
・

や
る
気
・
自
信
・
笑
顔
」
づ
く
り

を
支
援
す
る
県
立
山
の
学
校
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
入
学
生
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
時
期　

４
月
10
日
（
木
）

場　

所　
　

宍
粟
市
山
崎
町

対
象
者　
　

15
歳
か
ら
20
歳
ま
で

（
た
だ
し
、
義
務
教
育
終
了
。
県

内
在
住
の
男
子
）

願
書
受
付　

１
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で

選
考
試
験　

１
月
31
日
（
金
）

問
合
せ　

県
立
山
の
学
校

　
　
　
　

宍
粟
市
山
崎
町
五
十
波

　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
０
―
２

☎
（
０
７
９
０
）
６
２
―
８
０
８
８

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。

問
合
せ　

大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
８
）
８
０
５
―
０
０
５
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

　

ouj.ac.jp

）

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
（
０
７
９
）
２
８
４
―
５
７
８
８

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
願
い

ラ
イ
タ
ー
は
別
に
分
け
て
く
だ
さ
い
！

　

11
月
12
日
、
資
源
ご
み
の
袋
の

中
に
金
属
・
ガ
ラ
ス
類
と
一
緒
に
、

ガ
ス
が
入
っ
た
ま
ま
の
使
い
捨
て

ラ
イ
タ
ー
が
入
っ
て
お
り
、
作
業

中
に
火
花
が
発
生
し
大
変
危
険
な

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
は
金
属
・

ガ
ラ
ス
の
日
に
出
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
危
険
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
ガ
ス
を
抜
き
取
っ
て
、

金
属
や
ガ
ラ
ス
と
は
別
の
袋
に
入

れ
て
、﹁
ラ
イ
タ
ー
﹂
と
明
記
し

て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
ス
抜
き
が
さ
れ
て
い

な
い
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
、
中
身

が
入
っ
た
ま
ま
の
塗
料
缶
が
よ
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
完
全
に
ガ
ス

を
抜
き
取
り
、
ま
た
、
中
身
を
使

い
切
っ
て
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

事
業
出
張
相
談
会

　

神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
在

住
で
、
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
な

ど
働
い
て
い
な
い
15
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
27
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
・
午
後
２
時
30

分
～
・
午
後
３
時
30
分
～

　
　
　
　

各
１
名
ず
つ【
予
約
制
】

と
こ
ろ　

福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館

　

２
階
研
修
室
（
福
崎
町
西
田
原

　

１
３
９
７
―
１
）

　

相　

談

　

お
知
ら
せ

相
談
員　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト申
込
締
切　

１
月
20
日
（
月
）

主
催
・
共
催　

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
・
神
河
町
・
市
川
町
・

　

福
崎
町

申
込
・
問
合
せ

　

福
崎
町
役
場
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
０
５
６
０



　　　　　

神河町役場　所在地：〒 679－3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64
TEL：0790－34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦人権をたしか
　める日

◦成人ゼミナー
　ル
   13:30 ～ 中公

21 3 4

5 6 7 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 2221 23 24 25

26 27 2928

１ 月 くらしのカレンダー

◦神河マラソン大会
　9:00～
　役場周辺

◦あやめ学級　   
　教養10:20～
　趣味13:00～
　

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

８

30 31

◦英会話教室
　（初級）
　19:30 ～中公

中公

◦あじさい学級
　教養10:00～
　趣味13:00～
　 神公

◦楽しいお菓子
　づくり教室
　  9:00～
　

◦パソコン教室
（初級）　　　
　10:00～ 中公

中公

◦幼・小・中
　　　　始業式

◦健康福祉
　なんでも相談
　9:00 ～ 神支

◦栄養相談　　      
　9:00 ～ 神支

元旦

◦古文書教室
　（初級）
　10:00 ～

◦すくすく相談
　13:30 ～

◦心配ごと相談
　13:00 ～

神公

◦婦人セット健診
　13:00～
　

1/24～30
全国学校給食週間

総病

◦成人式
　受付  9:30～
　開会10:00～

グ

◦新春書初め展
　　～２月９日

◦食育の日
神公

神支

神支

◦２歳児むし歯
　予防教室
　13:30 ～

神支

◦３歳児健診　     
　13:00 ～

神支

◦もぐもぐ教室
　13:30 ～

神支

◦町県民税第４期

◦国民健康保険
　税第６期

◦介護保険料第
　４期　
　　　　納期限

成人の日


